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令和元年第２３回住田町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第３号） 

 

令和元年９月６日（金）午前１０時開議 

日程第 １ 承認第１号 

      令和元年度住田町一般会計補正予算（第３号）の専決処分に関し承認を求めるこ 

      とについて 

日程第 ２ 議案第１号 

      消費税及び地方消費税の税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例 

日程第 ３ 議案第２号 

      過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議案第３号 

      令和元年度住田町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ５ 議案第４号 

      令和元年度住田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ６ 議案第５号 

      令和元年度住田町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ７ 議案第６号 

      令和元年度住田町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ８ 議案第７号 

      令和元年度住田町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ９ 議案第８号 

      令和元年度住田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

日程第１０ 議案第９号 

      財産の取得に関し議決を求めることについて 

日程第１１ 議案第１０号 

      財産の取得に関し議決を求めることについて 

日程第１２ 議案第１１号 

      町道路線の認定に関し議決を求めることについて 
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日程第１３ 議案第１２号 

      町道路線の認定に関し議決を求めることについて 

日程第１４ 認定第１号 

      平成３０年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定について 

      （決算審査特別委員会） 

日程第１５ 認定第２号 

      平成３０年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

      （決算審査特別委員会） 

日程第１６ 認定第３号 

      平成３０年度住田町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

      （決算審査特別委員会） 

日程第１７ 認定第４号 

      平成３０年度住田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

      （決算審査特別委員会） 

日程第１８ 認定第５号 

      平成３０年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

      （決算審査特別委員会） 

日程第１９ 認定第６号 

      平成３０年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

      （決算審査特別委員会） 

日程第２０ 委員会調査報告 

      （総務教民常任委員会、産業経済常任委員会、広報編集常任委員会） 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

     １番  荻 原   勝 君      ２番  佐々木 初 雄 君 

     ３番  佐々木 信 一 君      ４番  瀧 本 正 德 君 

     ５番  菅 野 浩 正 君      ６番  佐々木 春 一 君 
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     ７番  村 上   薫 君      ８番  林 﨑 幸 正 君 

     ９番  泉 田 是 重 君     １０番  高 橋   靖 君 

    １１番  阿 部 祐 一 君     １２番  菊 池   孝 君 

 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条第１項の規程により説明のため出席した者の職氏名 

町    長 神 田 謙 一 君 教 育 長 菊 池   宏 君 

……………………………………………………………………………………………………………… 

副 町 長 横 澤   孝 君 

総 務 課 長 

兼 選 挙 管 理 

委員会書記長 

熊 谷 公 男 君 

税 務 課 長 兼 

会 計 管 理 者 
佐 藤   修 君 企画財政課長 横 澤 則 子 君 

町民生活課長 梶 原 ユカリ 君 

保健福祉課長 

兼地域包括支 

援センター長 

佐々木 光 彦 君 

建 設 課 長 山 田   研 君 

農 政 課 長 兼 

農 業 委 員 会 

事 務 局 長 

紺 野 勝 利 君 

林 政 課 長 千 葉 純 也 君 教 育 次 長 伊 藤 豊 彦 君 

──────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

 議会事務局長   松 田 英 明     係    長   松 本   円 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（菊池 孝君） ただいまの出席議員は１２人です。定足数に達していますので、会議

は成立しました。 

  これから、本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 承認第１号 

○議長（菊池 孝君） 承認第１号 令和元年度住田町一般会計補正予算（第３号）の専決処

分に関し承認を求めることについてを議題とします。 

  承認案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、横澤則子君。 

○企画財政課長（横澤則子君） 承認第１号 令和元年度住田町一般会計補正予算（第３号）

の専決処分に関し承認を求めることについて御説明いたします。 

  今回専決処分した補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に変更はありません。 

  それでは、補正後の補正予算を第１表により御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。 

  なお、詳細は４ページ、歳出補正予算事項別明細書の２．歳出をごらんください。 

  ３款民生費の総額に変更はなく、内訳は、プレミアム付商品券発行等業務委託料の計上、

プレミアム付商品券発行事業費補助金１，１２７万円の減によるものであります。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ６番、佐々木春一君。 

○６番（佐々木春一君） それでは、関連があるので、質問の項目とすれば４項目ありますけ

れども、一括でお伺いさせていただきます。 

  当初予算の際にはどのような内容か、まだ中身が明らかになっていなかったこともありま

すので、今回確認させていただきます。 
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  １つは、プレミアム付商品券の内容でありますが、２万５，０００円分相当の商品券を２

万円で購入できるものと。それで、５，０００円単位で取り扱うということのようでありま

すが、そのような認識でよろしいのか。 

  ２つ目は、利用できる対象者の件でありますが、２０１９年の税申告で、非課税世帯が対

象になるということで、住民税が課税されている人に扶養されている人とか、生活保護受給

者は除くとなっておりますが、その点もそうなのかと。あと、子育て世帯の関係では、１０

月１日以降に生まれた赤ちゃんは対象外になると。私の考えでは、この年度内ぐらいに生ま

れた赤ちゃんは対象になってもいいのではないかと思うわけでありますが、その辺のところ

確認させていただきます。 

  ３つ目は、使用期間についてであります。スタートは１０月１日からのようでありますが、

終わりの期限については自治体の配慮でよろしいということで、全国的な流れを見ると、２

月１４日ないしは３月３１日というふうに幅があるようでありますが、当町ではどうするか

ということであります。 

  以上、今回、補助金から委託料にするということで、委託先を商工会ということで考えて

いるようでありますが、このように対象者が複雑になっているということで、対象者をでき

るだけはっきりして、町と委託先との連携をうまくやっていく必要があると思います。他の

自治体では、専任担当者を置いて対応するところもあるようでありますが、その点のところ

を伺います。 

  以上であります。 

○議長（菊池 孝君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 私のほうからは、今、御質問があった点について、お答え

をしたいと思います。 

  まず、初めの制度の中身、購入限度額についてでございますけれども、今お話がありまし

たとおり、券面額は２万５，０００円で、販売額は２万円ということで、５，０００円分の

プレミアムがつくという中身になっております。 

  それから非課税者、今回は基本的に非課税者が対象ということでございますので、なるべ

く購入をしやすい形を各市町村で検討することということで国から通知がございますので、

当町といたしましては、１回当たり４，０００円というのを５回に分けて、分割購入ができ

るという形に設定をしております。 

  それから、２点目の購入対象者の関係でございますけれども、今お話がございましたとお
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り、平成３１年１月１日を基準としまして、令和元年度の住民税の非課税者の方が該当とい

うことで住民税課税者と生計同一の配偶者、あるいは、その住民税の課税者に扶養されてい

る親族の方というのは該当外となりますし、生活保護の世帯も該当外というふうになります。 

  それから、子育て世帯の関係でございますけれども、それもお話がございましたとおり、

令和元年の９月３０日、地方消費税率が引き上げられる前日までに生まれた子供の属する世

帯の世帯主ということが対象者となりますので、国から通知があったとおりで進めていると

ころです。 

  それから、使用できる期間という住田町の場合の設定でございますけれども、１０月１日

から当町の場合は２月２９日と設定をしております。３月につきましては換金作業等があり

ますので、３月は精算の月としたいと思っておりますので、２月２９日までに御使用をいた

だくという形と周知をしているところです。 

  それから、対応する商工会さんのほうに委託をお願いをしているわけですけれども、商工

会さんと担当の保健福祉課の職員、それから、今回の事業については農政課の商工担当のほ

うも含めながら随時、連絡調整を行いながら事業を進めているところでございます。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 

  ７番、村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） 同じ項目で質問いたします。 

  今回、３歳未満の子供さん方は無条件ということで、それから住民税の非課税世帯という

ことで、何名の方が対象となるのか。 

  それから、町内の取扱店は、今回は、以前やった福祉給付金とはまた違うと思いますので、

商工会会員店ということの限定なのか。それとも町内の店舗であれば、どこでも買えるとい

うことなのか、確認いたします。 

○議長（菊池 孝君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 今、３歳未満と言いましたけれども、３歳半でございます

ので。 

  対象者でございますけれども、住民税非課税の方は、非課税と思われる方という表現にな

りますけれども、１，３８１人の方がございまして、そちらのほうに税務課のほうから、該

当となると思われるので申請をしてくださいという通知をおあげしております。 

  それから、子育て世帯の関係でございますけれども、ゼロ歳から３歳半未満のお子さんを

持つ、子育ての世帯主となりますので、６５人ということで御案内を差し上げております。 
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  それから、取扱店の関係でございますけれども、前回のプレミアム付商品券、平成２７年

度に行っておりますが、その際には８１店舗の登録がございました。今回、商工会さんのほ

うで、取扱店の公募を行っております。商工会の会員の方々には直接通知をしたようでござ

いますし、そのほかにホームページとか新聞で公募をしたところ、今回の取扱店は４７店舗

というふうになっております。 

  以上です。 

○議長（菊池 孝君） 村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） そうしますと対象者は１，４００幾らかと、こういうふうな形でござ

いますね。それで、４７店舗ということですが、今回は、これ国の政策ですので、町では何

ともならないと思うんですが、いわゆる住民税の非課税世帯の方々が、みずからが申請をし

なければいけないというふうな、少し配慮にですね、欠けたような国の政策になっているな

と私は感じます。これ国の政策ですから何ともならないというわけですが、今後ですね、町

とかそちらのほうからも、もう少しですね、配慮をするような形での制度をこれから、制度

設計をしていくように、ぜひ要望していただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（菊池 孝君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） すみません、ちょっと訂正お願いいたします。先ほど私、

間違って答弁させていただきました。 

  非課税者が１，３１６人です。申しわけございません。３歳未満が６５人で、合わせて１，

３８１人でございました。すみません、訂正をお願いいたします。 

  今おっしゃいましたとおり、その該当となると思われる方々に通知を差し上げて、自分で

判断をなさって申請に来ていただいて、それから、うちのほうから購入案内をもう一回して、

それから販売というふうになるわけですけれども、我々やっている立場のほうも、同じ思い

をしながら仕事をしているわけですけれども、かなり事務量がふえることによって、今年度

の事務量ふえておりますけれども、なかなかそれが、国のほうに要望する機会もないわけで

ございますけれども、最終的な何か評価をするようなものがありましたらば、うちのほうか

らそういう感想といいますか、現状といいますか、そういった部分での報告をしたいなとい

うふうに思っております。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 

  ４番、瀧本正德君。 
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○４番（瀧本正德君） 私のほうからは、国策とは言いながら、町の事業としてやっておりま

すので、事業効果についてお伺いしたいと思いますが、２点です。 

  １つは、利用する人。それから、地域にとっての事業効果をどのような形で見ているのか、

予想しているのか、期待しているのかを伺います。 

○議長（菊池 孝君） 保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 効果というお話でございますけれども、まず、人につきま

しては、今回の趣旨でありますとおり、低所得者、あるいは子育て世帯の消費に与える影響

を下支えするのだということでございますので、これをやることによって、そういう部分で

の影響といいますか、支援ということができるんじゃないかなというふうに思っております。 

  それから、地域におきましてですけれども、地域の中でも今回これをやることによって、

実際の利益が高いか低いかという問題はあるかもしれませんが、お金自体は地域で回るとい

うことがありますので、前回の平成２７年度でいえば、２，７００万円ほどのお金が町内で

回っていることになります。今回は、仮に全員が申請をして、全員が商品券を使ったとすれ

ば、庁内で３，０００万円を超えるようなお金が地域内で回ることになりますので、そうい

った部分での経済の効果というのはあるのかなというふうに捉えております。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、承認第１号 令和元年度住田町一般会計補正予算（第３号）の専決処分に関し

承認を求めることについてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、承認第１号 令和元年度住田町一般会計補正予算（第３号）の専決処分に関



－133－ 

し承認を求めることについては、原案のとおり承認することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 議案第１号 

○議長（菊池 孝君） 日程第２、議案第１号 消費税及び地方消費税の税率の改定に伴う関

係条例の整備に関する条例を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長、熊谷公男君。 

○総務課長（熊谷公男君） 議案第１号 消費税及び地方消費税の税率の改定に伴う関係条例

の整備に関する条例について、提案理由の説明をいたします。 

  今回の改正は、本年１０月１日から消費税率が引き上げられることに伴い、以下の１６の

条例について、一括して一部改正をしようとするものであります。 

  改正の内容は、消費税率の引き上げに伴い、使用料等を改正しようとするものであります。 

  対照表により御説明いたします。 

  第１条は、住田町簡易水道事業給水条例の一部改正であります。 

  第２２条の料金、第２８条の手数料について、左側、改正前の表の下線部を右側の改正後

の表の下線部の率及び料金に改めようとするものであります。 

  次に、２ページ目にかけての第２条であります。 

  第２条は、住田町立学校施設使用条例の一部改正であります。 

  別表中の各施設区分ごとの使用料について、改正前下線部の料金を改正後の下線部の料金

に改めようとするものであります。 

  次に、第３条であります。 

  第３条は、住田町公民館設置条例の一部改正であります。 

  同じく、別表中の各施設区分ごとの使用料について、改正前下線部の料金を改正後の下線

部の料金に改めようとするものであります。 

  次に、第４条であります。３ページをごらんください。 

  第４条は、道路占用料徴収条例の一部改正であります。 

  別表、備考９の率について、改正前下線部の率を改正後の下線部の率に改めようとするも

のであります。 
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  次に、第５条であります。 

  第５条は、住田町死亡獣畜取扱場設置管理に関する条例の一部改正であります。 

  別表中の各畜種区分ごとの使用料について、改正前下線部の料金を改正後の下線部の料金

に改めようとするものであります。 

  次に、４ページ目にかけての第６条であります。 

  第６条は、運動公園の設置及び管理に関する条例の一部改正であります。 

  別表中の各施設区分ごとの使用料について、改正前下線部の料金を改正後の下線部の料金

に改めようとするものであります。 

  次に、８ページ目にかけての第７条であります。 

  第７条は、農業者研修施設等の設置及び管理に関する条例の一部改正であります。 

  別表中の各施設区分ごとの使用料について、改正前下線部の料金を改正後の下線部の料金

に改めようとするものであります。 

  次に、第８条であります。８ページをごらんください。 

  第８条は、住田町民俗資料館の設置及び管理に関する条例の一部改正であります。 

  別表中の利用者区分ごとの入館料について、改正前下線部の料金を改正後の下線部の料金

に改めようとするものであります。 

  次に、第９条であります。 

  第９条は、町営住宅等集合浄化槽使用料条例の一部改正であります。 

  第５条の改正前下線部の率を改正後の下線部の率に改めようとするものであります。 

  次に、９ページ目にかけての第１０条であります。 

  第１０条は、住田町保健福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正であります。 

  別表中の各施設区分ごとの使用料について、改正前下線部の料金を改正後の下線部の料金

に改めようとするものであります。 

  次に、１１ページ目にかけての第１１条であります。 

  第１１条は、住田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正であります。 

  別表１、社会体育館及び別表２、生涯スポーツセンターの各施設区分ごとの使用料につい

て、改正前下線部の料金を改正後の下線部の料金に改めようとするものであります。 

  各別表下段の備考３については、字句の整理であります。 

  次に、１２ページ目にかけての第１２条は、下水道条例の一部改正であります。 

  第３３条の改正前下線部の率を改正後の下線部の率に改めようとするものであります。 



－135－ 

  次に、第１３条であります。１２ページをごらんください。 

  第１３条は、道路法等の適用を受けない公共用財産の管理に関する条例の一部改正であり

ます。 

  第１０条第３項について、改正後の下線部の率にしようとするものであります。 

  次に、１３ページにかけての第１４条は、住田町地域情報通信基盤施設の設置及び管理に

関する条例の一部改正であります。 

  別表１、別表２の各利用者区分ごとの使用料及び別表３の広告等放送料について、改正前

下線部の料金を改正後の下線部の料金に改めようとするものであります。 

  次に、第１５条であります。１３ページをごらんください。 

  第１５条は、住田町役場庁舎町民ホールの使用に関する条例の一部改正であります。 

  別表中の使用料について、改正前下線部の料金を改正後の下線部の料金に改めようとする

ものであります。 

  次に、第１６条であります。 

  第１６条は、住田町木工館の設置及び管理に関する条例の一部改正であります。 

  別表中の使用料について、改正前下線部の料金を改正後の下線部の料金に改めようとする

ものであります。 

  次に、附則でございますが、第１は、施行期日であります。 

  施行期日を令和元年１０月１日と定めようとするものであります。 

  第２は、経過措置であります。 

  第２条、第３条、第５条から第８条、第１０条、第１１条、第１５条、第１６条の改正後

の使用料につきましては、施行日以降の使用について適用し、同日以前の使用は、従前のと

おりとしようとするものです。 

  第３から第５は、この条例施行の日前から継続している水道、合併浄化槽、下水道の使用

料で、令和元年１０月３１日までの間に確定した使用料については、従前のとおりにしよう

とするものであります。 

  第６は、住田町地域情報通信基盤施設の使用料の前納額についての経過措置で、差額の納

付について定めようとするものであります。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 
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  ６番、佐々木春一君。 

○６番（佐々木春一君） 私は、１０月１日からの消費税の増税に関しては、今でも基本的に

は賛成できない立場であります。国では、軽減税率とか複数税率によって、その対応をとい

うことでありますが、しかし、今現在の状況を見るにつけ、物価上昇や郵便、電気料などの

公共料金も引き上げになってきております。また、商店など業者も、その対応に混乱してい

ると。何よりも私たち生活者の負担が大きくなるということで、町民の生活困窮に結びつか

なければならないというふうなことが心配されます。 

  しかしながら、きょう提案のあった関係条例の整備に関しては、平成３０年度の決算で見

ると、町の消費税の負担は、簡易水道で３４６万円、それから、下水道で７５万９，０００

円ほどありましたが、これが８％から１０％になった場合に、町負担の金額がどのようにな

るか、その点をお伺いいたします。 

○議長（菊池 孝君） 建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 消費税につきましては、水道使用料、下水道使用料ということで、

住民の皆様から預かっているものでございます。それにつきまして一旦預かるんですけれど

も、下水道、水道の維持管理に必要な消費税分、これを町において、歳出時に支払うことと

なります。その差額が国に納める消費税ということになります。 

  実際に、まだ事業が確定していない状況で、歳出の消費税額も確定はしておりませんが、

通常の歳出の状況だといたしますと、水道使用料のほうは４０万円程度、下水道使用料のほ

うは２０万円程度多くなるのかなと見込んでございます。 

○議長（菊池 孝君） 佐々木春一君。 

○６番（佐々木春一君） 次に、全体に通しての消費税、この町で条例改正をする公共料金の

引き上げを見込まなかった場合に、町として財政上に及ぼす影響というものをどのように捉

えているかと。そのようなことを考えれば今回の関係条例の整備は、消費税が増額になるこ

とへの対応で、やむを得ないと判断せざるを得ないと思うことから、その点のところをお聞

きいたします。 

○議長（菊池 孝君） 企画財政課長、横澤則子君。 

○企画財政課長（横澤則子君） 今回の関係条例で一般会計のみですけれども、消費税の増額

は１０月以降、今年度分で約６６万円、年間にすると１３２万円でございます。関係する施

設の維持管理費に係る消費税分の増額が半年で約４００万円、年間８００万円でございます。 

  仮に消費税分を増額しないで、施設の管理に消費税が付加されるというような状況になる
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と、住田町の財政負担は約１，０００万円、年間１，０００万円ということになります。 

  受益と負担の原則から考えましても、後年度負担がふえるような状況は、今後の財政運営

にも大きく影響されると思いますので、国の消費税増税の改正に伴い、町としても改正をし

たいというものでございます。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１号 消費税及び地方消費税の税率の改定に伴う関係条例の整備に関す

る条例を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立全員〕 

○議長（菊池 孝君） 起立全員であります。 

  したがって、議案第１号 消費税及び地方消費税の税率の改定に伴う関係条例の整備に関

する条例は、原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 議案第２号 

○議長（菊池 孝君） 日程第３、議案第２号 過疎地域における固定資産税の課税免除に関

する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  税務課長、佐藤 修君。 

○税務課長（佐藤 修君） 議案第２号 過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条

例の一部を改正する条例について御説明いたします。 
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  今回の改正は、過疎地域自立促進特別措置法第３１条の地方税の課税免除または不均一課

税に伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部を改正する省令の施行に伴い、過疎地

域における固定資産税の課税免除に関する条例の所要の改正を行うものであります。 

  それでは、改正条文に沿って御説明をいたします。 

  条例第２条中の対象となる期間の終期を「平成３１年３月３１日まで」を「令和３年３月

３１日まで」に改正し、２年間の期間延長を行うものであります。 

  附則につきましては、今年度、平成３１年４月１日からの適用を定めるものであり、今年

度に新設または増設された施設、設備等についても適用させるための経過措置を定義するも

のであります。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ７番、村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） この固定資産税の過疎地域の特例といいますかね、免除規定ですが、

今までに免除の該当例というのは、どのようなものが町内ではあったのか。免除された固定

資産税額というのは、地方交付税額として国から町に補填されるものなのかどうか、お尋ね

いたします。 

○議長（菊池 孝君） 税務課長、佐藤 修君。 

○税務課長（佐藤 修君） 過去の事例ということでございますけれども、手元にある資料が

過去３年分ということしかございませんので、それで説明をさせていただきます。 

  平成２９年度には４件。平成３０年度も同じく４件。件数でいきますと４件になりますけ

れども、その細かい内訳等については、家屋とか償却資産ということで把握をしてございま

す。 

  それから、今回の課税免除した場合の交付税措置でございますけども、地方公共団体の減

収分について国のほうで、普通交付税で補塡するという制度になってございます。 

○議長（菊池 孝君） 村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） 町の減収分は国のほうから来るということで、わかりました。 

  それで、この設備金額というものには、上限は設定されていないのか。あるいは、木工団

地等で今、今年度も機械設備等の更新をやったわけですが、そういう固定資産税も、この国

の制度によって免除されるのかどうか、お尋ねいたします。 
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○議長（菊池 孝君） 税務課長、佐藤 修君。 

○税務課長（佐藤 修君） 今回の対象となるものにつきましては、上限につきましては設定

されておりません。ただし、下限のほうが設定されておりまして、２，７００万円を超える

ものというふうに定義してございます。ですから、２，７００万円以下のものについては対

象とならないということでございます。 

  それから、具体的なものにつきましては、申請が上がった段階で、こちらで審査するとい

うことでございますので、実際にこういったものが対象となるのかどうかについては、申請

書を確認した上でないと判断ができないということでございます。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第２号 過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改

正する条例を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第２号 過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を

改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第４ 議案第３号 

○議長（菊池 孝君） 日程第４、議案第３号 令和元年度住田町一般会計補正予算（第４

号）を議題とします。 
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  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、横澤則子君。 

○企画財政課長（横澤則子君） 議案第３号 令和元年度住田町一般会計補正予算（第４号）

について御説明いたします。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１，３４９万５，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４８億２，８１６万円とするものであります。 

  初めに、補正後の歳入歳出予算を第１表により御説明いたします。 

  まず、歳入について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。 

  なお、詳細は９ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の２．歳入をごらんください。 

  ９款地方特例交付金１，０００円の減は、子ども・子育て支援臨時交付金の減によるもの

であります。 

  １０款地方交付税３億３，４９６万７，０００円の増は、普通交付税の増によるものであ

ります。 

  １４款国庫支出金７３９万３，０００円の増は、子ども・子育て支援事業費補助金の計上

によるものであります。 

  １５款県支出金２，０００円の減は、環境保全型農業直接支払交付金３万４，０００円の

増、農林業センサス委託金３万６，０００円の減によるものであります。 

  １８款繰入金３億９，６０７万円の減は、財政調整基金繰入金３億９，６００万円、減債

基金繰入金７万円の減によるものであります。 

  １９款繰越金９，７７３万３，０００円の増は、前年度繰越金の増によるものであります。 

  ２０款諸収入３５万３，０００円の増は、国道３４０号整備工事補償費の計上によるもの

であります。 

  ２１款町債３，０８７万８，０００円の減は、臨時財政対策債の減によるものであります。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ３ページをお開き願います。 

  なお、詳細は１１ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の３．歳出をごらんください。 

  ２款総務費１１万４，０００円の増は、臨時職員賃金２２０万４，０００円の増、非常勤

職員報酬５６万２，０００円の減が主なものであります。 

  ３款民生費５０５万９，０００円の増は、障害者自立支援医療費過年度国県負担金返還金
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３２５万６，０００円、子ども・子育て支援システム改修委託料の計上が主なものでありま

す。 

  ４款衛生費３０万４，０００円の増は、養育医療扶功費３０万円の増が主なものでありま

す。 

  ６款農林業費２９４万５，０００円の増は、公認会計士委託料の計上が主なものでありま

す。 

  ７款商工費１３６万２，０００円の増は、若者職場定着奨励金１００万円の増が主なもの

であります。 

  ８款土木費２５５万５，０００円の増は、町営住宅解体工事費の計上によるものでありま

す。 

  １０款教育費１４９万９，０００円の増は、スクールバス臨時運行委託料５７万７，００

０円、費用弁償３９万５，０００円の増が主なものであります。 

  １２款公債費８４万６，０００円の減は、臨時財政対策債に係る利子１１０万９，０００

円の減が主なものであります。 

  １４款予備費５０万３，０００円の増は、予算調整によるものであります。 

  次に、地方債の補正を第２表により御説明いたします。 

  ５ページをお開き願います。 

  今回の補正は、変更であります。 

  臨時財政対策債を３，０８７万８，０００円減額し、８，７７２万２，０００円にしよう

とするもので、起債の方法、利率、償還の方法については、補正前と同じであります。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

  １番、荻原 勝君。 

○１番（荻原 勝君） ２点、伺います。 

  １点目、１２ページ、歳出、３款民生費、２項児童福祉費、４目保育所費の１３節委託料、

プラス５９６万７，０００円について伺います。 

  子ども・子育て支援システム改修委託料と説明がありますが、もう少し具体的に、どのよ

うな内容なのでしょうか。 

  ２点目、１３ページ、８款土木費、３項住宅費、１目住宅管理費の１５節工事請負費、町
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営住宅解体工事費、プラス２５５万５，０００円について伺います。これは、どこで何件分

でしょうか。最初に、そこを確認しておきたいと思います。 

  ３点目、同じ項目の計６，９４９万２，０００円について伺います。これは、２階建て町

営住宅の雨漏り補修が多く含まれていると思いますが、補修済み、補修中、補修予定を含め、

町内に全部で何棟ぐらいあるのでしょうか。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 私のほうからは、民生費の子ども・子育て支援システム改修委託

料についてお答えいたします。 

  これは、国の保育料無償化に対応したシステム改修であります。全国一斉の改修というこ

とで、補助は今年度のみが、国から補助が来るということであります。改修は必須でありま

す。本町は、既に保育料無料化、３歳以上の保育料は無料化しているところでありますが、

国のそういった全国一斉の動きに対応した改修であります。 

  それから、この改修費、委託料につきましては、歳入のほうで、歳入１４款の国庫補助金

ということで１０分の１０ということで全て、これによって補助が行われるという予定であ

ります。 

  以上です。 

○議長（菊池 孝君） 建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 町営住宅の解体工事費でございますが、どこで何件かという御質

問だったと思います。 

  解体工事費につきましては、中上団地２棟分でございます。 

  あと、御質問の６，９４９万２，０００円の部分ですけれども、これにつきましては、住

宅管理費全体の予算ということでございまして、外壁改修の予算の部分も含んでおりますけ

れども、住宅管理費全体の予算ということでございます。 

○議長（菊池 孝君） 荻原 勝君。 

○１番（荻原 勝君） ６，９４９万２，０００円のことなんですけれども、この住宅の２階

建ての補修についても含まれているということなので伺いますが、それ一棟一棟、違うケー

スなんだと思うんですが、あるケースを５棟で計算してみますと、１棟当たり１２３万円ぐ

らいだったんですけれども、何棟ぐらい全部で、２階建てで補修した、または補修中とかと

いうのがあるんでしょうか。何棟という、今、２階建てで補修中、補修済み、補修予定のや

つがどのぐらいあるのか、それを伺いたいと思います。 
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○議長（菊池 孝君） ここで、暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時４４分 

 

再開 午前１０時４６分 

 

○議長（菊池 孝君） 再開します。 

  ほか、ございますか。 

  ６番、佐々木春一君。 

○６番（佐々木春一君） １番議員が質問しました子ども・子育て支援事業補助金の関係で、

国の無償化に伴う対応ということの中身について、確認をさせていただきます。 

  国では、保育料無償化ということで今年度に限ってということでありますが、その中身を

見ると、全国での対応でも混乱しているのでは、給食費や副食費は含まないということで進

んでいるようでありますが、町内の場合、無料化では、それらも含めて無料となっていたと

思うんですが、国からの指示でペナルティーとか、対応で混乱を起こすようなことにはなっ

ていないのかどうか、そこを確認させていただきます。 

  あるいは、あわせて、副食費等の支払いができなかった場合は、児童手当から引き落とす

というふうな、本来の子ども・子育て支援の狙いからかけ離れた矛盾が生まれておりますけ

れども、今回この事業を行うに当たって、そういう事態は想定されないかどうか、そこを確

認させていただきます。 

  ２つ目は、１３ページの７款商工費の商工振興費で、１９節の負担・補助金、若者職場定

着奨励金が１００万円増額になりました。この時期に補正されるということは、春の若者の

就職が町内に定着するということで喜ばしいことでありますが、この対象になる職場は、ど

ういった職場であったのか、確認をさせていただきます。 

  ３点目は、１４ページの１０款教育費の中の公民館費で、８節の報償費、これは上有住地

区公民館の設計に当たって、プロポーザルを取り組むということであると思うんですけれど

も、それの対応だと思うんですけれども、この審査委員のメンバー、これまでも地域から、

地域の利用者や地域の代表を含めて対応してほしいというふうなことがありましたけれども、

そのメンバーはどのようになっているか。 

  以上、３点をお伺いいたします。 
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○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） それでは、１点目の保育料無償化、そして、その副食費について

でありますが、本町におきましては国に先駆けて、３歳児以上の保育料無料にしております。

その中で給食の副食費についても、無償化ということで進めてきたところであります。国に

おいては、今回は、給食の副食費は保護者負担ということでありますが、本町では引き続き、

これまでどおり給食費、副食費も含めた無償化を続けていくところであります。 

  国からのペナルティーとかというのは今のところ、ない見込みとなっております。 

  ということで保育料自体は、３歳児以上は発生しないところでありますが、２歳児以下に

つきましては、保育料をいただいているところでありますし、その中に副食費も含まれて、

いただいているところであります。子ども・子育てのほうのお金を使っての保育料というと

ころの部分では、滞納があった場合には、その滞納のあった方と相談しながら進めていると

ころであります。今のところは、ないところであります。 

○議長（菊池 孝君） 農政課長、紺野勝利君。 

○農政課長（紺野勝利君） 私からは、若者職場定着奨励金についてお答えさせていただきま

す。 

  この春といいますか、一年間の就職期間が必要ですので、一昨年前の就職が多かったとい

うことではなくて、申請漏れの気づきが多かったために今回増加をしております。 

  どういう職種かというようなことでございましたけれども、畜産関係の会社、それから、

食品加工の会社が多くを占めているという状況であります。 

  以上です。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） ３点目の上有住地区公民館プロポーザルの審査委員についてお答

えいたします。 

  まず、ここの補正予算で対応する分は学識経験者ということで、遠方から来ていただく委

員の方々の費用ということになりますが、今回この３人の学識経験者につきましては、本町

のデザイン会議等でも、その委員を務めていらっしゃいます大月東大教授、それから、柴田

福岡大教授、それから、ナグモデザイン事務所代表の南雲さんにお願いするものであります。

それから、ほかに地元からということで上有住地区公民館長、それから有住小学校の校長、

それと、教育長と私と合計７名でプロポーザルの審査委員ということで進めたいと考えてお

ります。 
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○議長（菊池 孝君） 佐々木春一君。 

○６番（佐々木春一君） 若者職場定着奨励金の関係で再度質問いたしますが、気づきという

ことで追加があったということでありますが、この対象者の住民が既に町内に住所を有して

いる者、あるいは町外から移住して来ている者、それらの内訳がわかれば、お伺いいたしま

す。 

  次に、プロポーザルの審査委員会、このメンバーを確認して、今、公共施設をつくる場合

に、女性の意見というのが極めて大切で、特に長く使う場合に女性とか、集会施設、あるい

は調理室とかというもので、将来長く活動に利用されると思われる施設のことを考えると、

女性の意見を大事にするべきではないかと思うわけで、ぜひ地区内の女性の委員の選考を検

討なさったらいいのではないかというのが第１点です。 

  あと、２つ目、地区公民館の建設にかかわって経験したのは、五葉と下有住の地区公民館

の建設でかかわって、地域住民との相談ということで取り組んだ経過がありますが、最終的

には、地域のさまざまな提案があっても予算の範囲内ということで、施設の内容や規模を縮

小されてきた経過があるわけですが、今回、プロポーザルで取り組む場合に予算とアイデア

と、どのように整合性を持って対応する考えか、その点を伺います。 

○議長（菊池 孝君） 農政課長、紺野勝利君。 

○農政課長（紺野勝利君） 町内出身か町外かということでございますが、詳しくはちょっと

今、手元に資料がございませんけれども、もちろん現在は住田町に住んでいらっしゃいまし

て、多くは町内出身の方でございます。 

  以上です。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） プロポーザルの委員について、女性委員を登用をということであ

りますが、この７名で進めて、１０月には設計業務の開始に入れるようにということで進め

ているところであります。地元の代表ということで、上有住地区公民館長に入っていただい

ておりますので、その委員を通して女性の意見をまとめていきたいなというふうには捉えて

おります。 

  それから、その予算の範囲とプロポーザルの提案との整合ということでありますが、これ

までも何回か、地元の方々と意見交換をした中で、必要だろうというところは、ぜひ提案の

中にも、そこは確認して進めていきたいと思っておりますので、どうしても最終的には予算

ということはあるわけではありますが、できるだけ今までいただいた意見に沿うように進め
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ていきたいなというふうに考えております。 

○議長（菊池 孝君） 佐々木春一君。 

○６番（佐々木春一君） 最後の上有住公民館の建設にかかわるプロポーザルの審査委員のこ

とでありますが、地域の女性の方々の声は地区公民館長を通じてということのようでありま

すが、実は、女性議会、開いたのを御存じですよね。そのときの１つのテーマに、上有住地

区公民館の建設やあり方を１つのテーマで取り上げた。それほど地域における、これからの

公共施設の取り組みを考えている方々が多い。とりわけ女性に多いと思うわけであります。

私は、地区公民館の館長にこだわるのであれば、むしろ女性の代表を地区の代表で選ぶぐら

いの決断をしてもいいのではないかと思います。その点のところを再度確認させていただい

て、そうでないと今、小さな拠点づくりで取り組んでいる重要な施設にもなるわけでありま

すから、もう一度、これから加えてもいいのではないかと思います。委員の増員に当たった

補正が出たら賛同しますので、均等方いかがでしょうか。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 女性ということでは、有住小学校の校長先生が入っているわけで

あります。ただ、学校という施設が主なところ、学校との関係というところが大きいところ

ではありますが、そういった御意見を少し念頭に置きながら進めていきたいなというふうに

は考えております。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 

  ここで、暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時５９分 

 

再開 午前１１時０９分 

 

○議長（菊池 孝君） 再開します。 

  ７番、村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） ２点についてお伺いいたします。 

  １３ページの６款農林業、林業総務費の委託料、公認会計士委託料３００万円についてお

伺いいたします。 

  これは、木工２事業体の財務諸表の分析に関する委託料ということだというふうに認識を



－147－ 

いたしておりますが、この３００万円というのは、さらに町で公認会計士を頼んで、その木

工２事業体のほうで頼んだ公認会計士の結果、分析が正しいのかどうかということを、精査

をするということだというふうに理解をいたしますが、これはどういう算定根拠により、委

託料３００万円を計上したのか、お伺いをいたします。 

  それから、２点目です。 

  １４ページ、先ほどから上有住地区公民館のプロポーザルについて質問がありましたが、

いずれ、長い間、上有住地区公民館の改築をということで地元の意見のほう、要望を酌み取

っていただき、今回このような形になっているというということにまず感謝を申し上げます。 

  それで、先ほども、６番議員のほうからも、建築する際の前提の状態での審査委員の選定

についてですね、女性の方々の意見も反映できるようにということで、女性議会の中でも議

論されたわけでございますが、いずれ、この件は、ぜひ広く女性、あるいは若い人たちの意

見を酌み取る形を何とかつくっていただきたいというふうに思います。 

  プロポーザルの中身の中に設計計画上の留意事項として、有住小学校農園は、移設は可能

とするが、代替地を確保すること。プロポーザルの目的の中でも、小学校そのものがなくな

る可能性を見込むとしているように、そういうふうな表現がございます。 

  その学校農園のところは、今後のことを考えますと、周辺にも遊休農地がいっぱいありま

して、代替地は可能かと思いますが、いずれ、今、小学校５年生ですか、たたら製鉄の体験

なども、そこでやっているわけですので、ぜひそこの場をですね、屋外の交流の広場として

使えるような形で検討していただければなと思います。 

  ２点、お伺いいたします。 

○議長（菊池 孝君） 林政課長、千葉純也君。 

○林政課長（千葉純也君） 私のほうからは、公認会計士の委託料という部分でお答えさせて

いただきます。 

  算定の根拠ということでありますけれども、他の例、情報等を参考に、この金額として、

２事業体で、この金額以内で実施したいというふうに考えて、計上させていただきました。 

  以上です。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 小学校農園の代替の場所ということで御提案を今、プロポーザル

のほうの提案等も受けているところであります。その中で、たたらの体験ということで進め

てきておりますので、そういった場は、あることを確認しながら、こちらとしても進めたい
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というふうに考えております。 

○議長（菊池 孝君） 村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） ３００万円の計上は、他の例を見ながらということでございます。 

  町長にお尋ねいたします。 

  この結論は今、木工２事業体の公認会計士さん、今入って、やっているわけですが、その

結論、分析の結果がこの９月末に、町のほうに出されるということで、それから町の公認会

計士がまた改めて精査をするということですが、町長は、この木工２事業体の公認会計士の

分析結果を町であるとか、議会のほうに説明をされると思うんですが、その後ですね、町長

は、全体としての結論をですね、今年度中に出そうというふうに考えているのかどうか、お

尋ねいたします。 

  それから、上有住地区公民館、学校農園の部分については、たたら製鉄とのありますが、

屋外の交流の場ということで、ぜひお願いをしたいと思います。 

  もう一つですね、父兄の方々といいますか、生徒の方々、一般の方々もそうなんですが、

今、世田米地区と有住地区の格差があるんじゃないかと。その格差というのが何かというと、

例えば具体的に言うと、世田米地区の皆さんは、役場には交流プラザとかある、あそこで新

聞とか、あるいはテレビも見れます。まち家世田米駅もあります。あそこで子供たちも学習

したりとか、夜９時ぐらいまでですね。自由にあそこで待ち合わせもできるわけですね。 

  ところが、有住地区にはそういうところがないということを、話をされるんですね。生徒

たちが特に、そのことも感じていて、確かに農協さんの有住支店もなくなりまして、立ち寄

るところが有住地区は本当に少なくなっているんですね。 

  そういう意味で、今回、上有住地区公民館を改築するに当たっては、玄関から入って土足

でいいですから、脇に８畳ぐらいのスペースのですね、交流できる、あるいは待ち合いをで

きる、気軽にできるような場所をぜひ確保してほしいのです。これは小さな拠点づくりに、

本当に資することだと思いますので、企画財政課長もぜひ後押しをしていただきたいなとい

うふうに思います。 

  以上です。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 上有住地区公民館のほうの交流スペースということでありますが、

地区での説明会の際にも、そういった御意見をいただきましたので、プロポーザルの御提案

をいただく際は、それも含めた形で提案いただくようにということで進めているところであ



－149－ 

ります。 

○議長（菊池 孝君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 最初の御質問に関してでございますけれども、９月末には２事業体か

らですね、取り組みや方針等々含めて、こちらに回答があるものというふうに考えておりま

す。その分析結果等々についても当方としてですね、当然、公認会計士さんに見ていただき

ながら、中身等々を弁護士も交えて御指導いただいて、副町長も言っているとおりですね、

対策チーム、そして議員の皆さんと、その内容について精査、協議しながら、なるだけ早く

解決を図りたいというふうに思っています。 

  ただ、いずれ、相手もあることですので、一方的な予定は立ちませんので、そういう部分

では、その中身等を見ながらですね、進めたいと。 

○議長（菊池 孝君） 村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） 町長が慎重になるというのはよく理解できますが、この問題はずっと

ですね、もう長く長くやってきているということで、やはりここは思い切った決断のときが

必要なんだろうというふうに思いますので、町長が決断をされてですね、議会のほうに判断

を求めるというふうな機会をぜひつくっていただきますよう要望しておきます。 

○議長（菊池 孝君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） １点だけ、プロポーザルの件でございます。 

  これ、建物というのは大体３つに分かれるんだけども、ＲＣ構造とＳＲＣと、そして木造

というふうなのに、大体３つに分かれるんだと思うんですが、木造で建てるんでしょうね。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 議員御質問のとおり、木造で進めたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（菊池 孝君） 林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） 木造というふうなことを聞いて、ちょっと安心しました。 

  建物そのもの、どの家でもそうなんですが、要するに玄関が顔なんですよ、玄関が。今の

庁舎のような、割り箸みたいな玄関では話にならないわけだよ。木造、森林林業日本一を目

指すというようなことでね。今度はね、上有住地区でね、木造、木はふんだんにありますの

で、そういう風な目（視点）を、玄関が顔だと。 

  それと、あと、女性の考え方を入れたほうがいいということは何かといえば、２つあると

思うんですよ。まず、トイレをどういうふうな形でつくるか。先般、我々住田町議会は平泉
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のほうで、南部のほうで講演ありまして、青木町長に平泉の道の駅のところのトイレを見せ

てもらいました。ちょうどそこがね、ふだんの道の駅のトイレより、女性のトイレが大きい

んだよ、大きいの。だから、そういうふうなことも踏まえながら、一番汚いところを一番き

れいにするというふうな考え方のプロポーザルで行ってほしいと思います。 

  それと、もう一つね、一番、今後考えていってほしいのは、調理室もあると思うんですが、

これね、電磁調理器に今、変えようとしている傾向が各家庭にあるんだけどね、電磁という

のは、すごいわ。放射能を発しているんだよ。これ、とんでもない放射能を発しているんだ

よ。だから、そういうふうな危険的なものの設備を設置しないような、要するに御意見など

をやりながらやってほしいなと、そういうふうに思いますが、いかがでございますか。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 議員おっしゃる部分もあると思いますので、ぜひ参考とさせてい

ただきたいと思います。 

  それから、トイレ等につきましても今後、女性の方々の御意見を吸い上げながら進めてい

きたいというふうに考えております。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 

 ４番、瀧本正德君。 

○４番（瀧本正德君） それでは、１点だけ、確認も含めて質問をさせていただきます。 

  １３ページです。１番議員が聞いた部分なんですが、８款の土木費の中の住宅管理費の中

の解体にかかわることです。町としての方針を確認したいというふうに思います。 

  今回については２棟ということで、転居といいますか、あいた関係での解体というふうに

なっていますけれども、あの手の住宅は全て、今回と同じような形でもって、順次解体とい

うような形の方向で行くのかどうかの確認しておきたいと思います。 

○議長（菊池 孝君） 建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 古い住宅の解体の部分につきましては、そのような考えで進めて

いきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（菊池 孝君） 瀧本正德君。 

○４番（瀧本正德君） そうすると町内全て、その考えでいいということでよろしいですね。 

○議長（菊池 孝君） 建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 町内全てということではございませんで、建築年数に応じた対応
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をしていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございませんか。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第３号 令和元年度住田町一般会計補正予算（第４号）を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第３号 令和元年度住田町一般会計補正予算（第４号）は、原案のとお

り可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 議案第４号 

○議長（菊池 孝君） 日程第５、議案第４号 令和元年度住田町国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  町民生活課長、梶原ユカリ君。 

○町民生活課長（梶原ユカリ君） 議案第４号 令和元年度住田町国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）について御説明いたします。 

  今回の予算補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，５５７万２，００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億６，４９３万７，０００円とし

ようとするものです。 
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  補正の内容について、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正により説明いたします。 

  詳細は、３ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書をご覧願います。 

  初めに、歳入について御説明いたします。 

  ３款１項県補助金１，７８５万５，０００円の増は、市町村事務処理標準システム導入に

係る特別調整交付金の増であります。 

  ５款１項他会計繰入金７２４万３，０００円の減は、一般会計繰入金の減であります。 

  ６款１項繰越金５，４９６万円の増は、前年度繰越金５，１６８万８，０００円の増と普

通交付金繰越金３２７万２，０００円の増であります。 

  次に、歳出について御説明いたします。 

  １款１項総務管理費１，０６１万２，０００円の増は、市町村事務処理標準システム導入

に係る国民健康保険電算委託料の増であります。 

  ３款１項国民健康保険事業費納付金、医療給付費分５，０１３万８，０００円の増は、一

般被保険者医療給付費分納付金の増であります。 

  ８款１項償還金及び還付加算金４８２万２，０００円の増は、一般被保険者国保税過誤納

還付金１５０万円の増と普通交付金に係る返還金３２７万２，０００円の増が主なものです。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第４号 令和元年度住田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を採

決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第４号 令和元年度住田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第６ 議案第５号 

○議長（菊池 孝君） 日程第６、議案第５号 令和元年度住田町簡易水道事業特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 議案第５号 令和元年度住田町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）について御説明いたします。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，１１５万６，００

０円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億５，０８８万５，０００円とするもので

あります。 

  歳入歳出予算補正を第１表により、地方債の補正を第２表により御説明いたします。 

  初めに、第１表、歳入歳出予算補正について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。 

  なお、詳細は５ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書、２．歳入をご覧ください。 

  ５款繰越金１，９０２万１，０００円の増は、前年度繰越金の増によるものであります。 

  ６款諸収入２，１９３万５，０００円の増は、昭和橋右岸配水管等布設替実施設計業務委

託補償費３５９万８，０００円の増、上有住地区配水管移設工事補償費１，８３３万７，０

００円の増によるものであります。 

  ７款町債２０万円の増は、法適用推進事業の増によるものであります。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。 

  なお、詳細は、５ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書、３．歳出をご覧ください。 

  １款簡易水道費４，１１５万６，０００円の増は、昭和橋右岸配水管等布設替実施設計業



－154－ 

務委託料３５９万９，０００円の増、固定資産調査評価等移行業務委託料２５万４，０００

円の増、上有住地区配水管移設工事補償費３，６６７万４，０００円の増、水道施設整備基

金積立金６２万９，０００円の増によるものであります。 

  次に、第２表、地方債の補正について御説明いたします。 

  ３ページをお開き願います。 

  今回の補正は、変更でございます。 

  法適用推進事業について限度額を２０万円増額し、１，３９０万円にしようとするもので、

起債の方法、利率、償還の方法等につきましては記載のとおりであり、補正前と同じであり

ます。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第５号 令和元年度住田町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）を採

決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５号 令和元年度住田町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎日程第７ 議案第６号 

○議長（菊池 孝君） 日程第７、議案第６号 令和元年度住田町下水道事業特別会計補正予

算（第１号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 議案第６号 令和元年度住田町下水道事業特別会計補正予算（第

１号）について御説明いたします。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８６６万２，０００円

を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８，７４８万７，０００円とするものであります。 

  歳入歳出予算補正を第１表により、地方債の補正を第２表により御説明いたします。 

  初めに、第１表、歳入歳出予算補正について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。 

  なお、詳細は５ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書、２．歳入をご覧ください。 

  ５款繰越金１９３万１，０００円の増は、前年度繰越金の増によるものであります。 

  ６款諸収入６６３万１，０００円の増は、昭和橋右岸配水管等布設替実施設計業務委託補

償費の増によるものであります。 

  ７款町債１０万円の増は、法適用推進事業の増によるものであります。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。 

  なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書、３．歳出をご覧ください。 

  １款下水道費８６６万２，０００円の増は、職員手当等７１万７，０００円の増、修繕料

１００万円の増、昭和橋右岸配水管等布設替実施設計業務委託料、固定資産調査評価等移行

業務委託料６６３万１，０００円の増が主なものでございます。 

  次に、第２表、地方債の補正について御説明いたします。 

  ３ページをお開き願います。 

  今回の補正は、変更でございます。 

  変更は、法適用推進事業について限度額を１０万円増額し、７３０万円にしようとするも

ので、起債の方法、利率、償還の方法等につきましては記載のとおりであり、補正前と同じ

であります。 
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 以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第６号 令和元年度住田町下水道事業特別会計補正予算（第１号）を採決

します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６号 令和元年度住田町下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第８ 議案第７号 

○議長（菊池 孝君） 日程第８、議案第７号 令和元年度住田町介護保険特別会計補正予算

（第２号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  保健福祉課長、佐々木光彦君。 

○保健福祉課長（佐々木光彦君） 議案第７号 令和元年度住田町介護保険特別会計補正予算

（第２号）について説明いたします。 

  初めに、保険事業勘定歳入歳出予算の補正について説明いたします。 
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  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３，１９２万３，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億９５５万３，０００円にし

ようとするものであります。 

  補正後の歳入歳出予算を４ページ、第１表、歳入歳出予算補正により説明いたします。 

  ４ページをお開き願います。 

  まず、歳入について説明いたします。 

  なお、詳細は７ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書、２．歳入をご覧ください。 

  ７款繰入金、２項基金繰入金３０万円の減は、介護給付費準備基金繰入金の減であります。 

  ８款繰越金、１項繰越金３，２２２万３，０００円の増は、前年度繰越金の確定によるも

のであります。 

  次に、歳出について説明いたします。 

  詳細は、同じく７ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書、３．歳出をご覧ください。 

  ４款基金積立金、１項基金積立金２，３９５万５，０００円の増は、介護給付費準備基金

積立金の増であります。 

  ７款諸支出金、１項償還金、利子及び割引料７９６万８，０００円の増は、返還金の確定

による７６６万８，０００円の増と第１号被保険者保険料還付金３０万円の増であります。 

  続きまして、介護サービス事業勘定、歳入歳出予算の補正について説明いたします。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１７０万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ３２５万１，０００円とするものです。 

  補正後の歳入歳出予算を第１表、歳入歳出予算補正により御説明いたします。 

  １０ページをお開き願います。 

  まず、歳入について説明いたします。 

  なお、詳細は１２ページ、歳入歳出予算補正事項別明細書、２．歳入をご覧ください。 

  ２款繰越金、１項繰越金１７０万６，０００円の増は、前年度繰越金の確定によるもので

あります。 

  次に、歳出について説明いたします。 

  詳細は、同じく１２ページ、歳入歳出予算補正事項別明細書、３．歳出をご覧ください。 

  １款サービス事業費、１項介護予防サービス事業費１７０万６，０００円の増は、ケアマ

ネジメント業務委託料の増であります。 

  以上で、説明を終わります。 
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○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第７号 令和元年度住田町介護保険特別会計補正予算（第２号）を採決し

ます。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第７号 令和元年度住田町介護保険特別会計補正予算（第２号）は原案

のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第９ 議案第８号 

○議長（菊池 孝君） 日程第９、議案第８号 令和元年度住田町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  町民生活課長、梶原ユカリ君。 

○町民生活課長（梶原ユカリ君） 議案第８号 令和元年度住田町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）について御説明いたします。 

  今回の予算補正算は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１１万８，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７，０９７万６，０００円にしようと
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するものです。 

  補正の内容について、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正により説明いたします。 

  詳細は３ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書をご覧願います。 

  初めに、歳入について御説明いたします。 

  ４款、１項繰越金１１万８，０００円の増は、平成３０年度実績確定による前年度繰越金

の増であります。 

  次に、歳出について御説明いたします。 

  ３款、１項償還金及び還付加算金１１万８，０００円の増は、保険料還付金の増でありま

す。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第８号 令和元年度住田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を

採決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８号 令和元年度住田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎日程第１０ 議案第９号 

○議長（菊池 孝君） 日程第１０、議案第９号 財産の取得に関し議決を求めることについ

てを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 議案第９号 財産の取得に関し議決を求めることについて、提案

理由を説明いたします。 

  財産を取得する目的は、現在、有住小学校、有住中学校の通学に使用している平成１３年

取得のスクールバスが、車体の老朽化が進み、たびたび故障が発生し、修理を行っているこ

とから、今回購入することによって、児童生徒の安全で円滑な通学の確保を図ろうとするも

のであります。 

  取得する財産は、スクールバス１台、取得予定価格は７２２万２，５１９円であります。 

  取得の方法は買い入れ、相手方は、岩手県大船渡市猪川町字久名畑４番地９２ 岩手三菱

ふそう自動車販売株式会社 大船渡営業所、所長 新沼祐広であります。 

  納車は、令和元年１２月２７日を予定しております。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ７番、村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） スクールバスの改めての財産取得ということで、まず、今まで大変苦

労しておりましたので、まず感謝を申し上げたいと思いますが、そこで、今回のスクールバ

スの設備の確認をさせていただきます。 

  当然、今までエアコンがなかったのですが、エアコンが備わっていると思いますし、２点

目は、後部の乗降灯がついているのか。 

  ３点目は、カーテンが備わっているのか。 

  ４点目は、パワーヒーター、要するにヒーター窯というものですね、これが備わっている

のか。 

  ５点目は、路肩灯が備わっているのか、お尋ねいたします。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 
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○教育次長（伊藤豊彦君） エアコン、パワーヒーター、乗降灯、カーテン、それから路肩灯

ということでございますが、エアコン、乗降灯、パワーヒーター、カーテンについては特別

仕様、それから標準装備で、装備という予定となっております。 

  それから、路肩灯につきましては特別装備であるわけですが、ただ、この特別装備の路肩

灯は暗いということでありますので、そこは委託する住田交運とも相談しながら、後で、よ

り明るいものをつける予定としているところであります。 

  以上です。 

  失礼しました。パワーヒーターもついております。 

○議長（菊池 孝君） 村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） ありがとうございます。最近は、カーテンとかですね、スポーツ大会

があると、車内で着がえをするということも結構あるんだそうですね。 

  先ほどの、あとついていない、これからということですが、路肩灯については明るいもの

にということですから、これから時期的に暗くなっていきますので、カーブを切ったときに

後輪のタイヤのところがよく見えないとか、タイヤ交換をする場合もありますので、ぜひ備

えていただきたいと思います。 

  それで、これからの今後の、まず皆さんのほうに対処の要望でございますが、購入予定車

両のカタログ等をですね、事前に見せていただければ、いろんな事前相談ができるのじゃな

いかなという現場の声もございます。ぜひ今後、事前に現場との声も調整をしていただけれ

ば、ありがたいなというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 一応、必要装備等は現場ということでありますが、住田交運と協

議しながら進めているところであります。 

  また、今回の車両につきましては、現在モデルチェンジということで、カタログがまだで

きていない状況であります。ただ、書面では、こういった装備がありますよということを自

動車会社から事前にいただいて、その上で協議し、装備等は決定しているところであります。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 

  １番、荻原 勝君。 

○１番（荻原 勝君） スクールバスの取得について、１点伺います。 

  盛岡市では、２０１２年よりスクールバス８路線中２路線で混乗、まぜて乗る、生徒と一
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緒に地域の人も利用するということを導入しているそうです。 

  決算審査のときも言いましたが、被災地特例も来年で終わります。この際、スクールバス

混乗について検討してみてはいかがでしょうか。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） スクールバスにつきましては、児童生徒送迎用ということで、国

からもそういうことで交付金等をいただいておりますので、条件から外れると、その交付金

がなくなるということになりますし、それから、本町につきましては、公共交通機関という

のは大事であります。これ以上利用者が減ると、公共交通機関そのものがなくなるというこ

とになりますので、スクールバスはスクールバスで運行してまいりたいと考えております。 

○議長（菊池 孝君） いいですか。ほか、ございますか。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第９号 財産の取得に関し議決を求めることについてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９号 財産の取得に関し議決を求めることについては、原案のとおり

可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１１ 議案第１０号 

○議長（菊池 孝君） 日程第１１、議案第１０号 財産の取得に関し議決を求めることにつ

いてを議題とします。 
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  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 議案第１０号 財産の取得に関し議決を求めることについて、提

案理由を説明いたします。 

  財産を取得する目的は、現在使用している学校給食センター厨房備品のうち、耐用年数を

経過し経年劣化により、その性能の低下が見られるものについて更新し、安全・安心な学校

給食の提供の確保を図るものです。 

  取得する財産は、学校給食センター厨房備品一式、備品の内容は、別記物品調書の厨房備

品であります。 

  取得予定価格は、９８０万６，４００円であります。 

  取得の方法は買い入れ、相手方は、岩手県盛岡市津志田南２丁目２番３８号 株式会社中

西製作所 盛岡営業所、所長 及川勇哉であります。 

  納入期限は、令和元年９月３０日を予定しております。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ８番、林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） １点だけ、２ページになるのかな、物品調達の金額は、これは入れら

れないものなのですか。それだけ。 

○議長（菊池 孝君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時４９分 

 

再開 午前１１時５０分 

 

○議長（菊池 孝君） 再開します。 

  教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 御質問でありますが、財産取得に関し入札を一式ということで行

っておりますので、一式の取得予定価格の表示となるものであります。 

○議長（菊池 孝君） 林﨑幸正君。 
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○８番（林﨑幸正君） じゃあ、入札業者というのは何社ぐらいで入札したんですか。 

○議長（菊池 孝君） 教育次長、伊藤豊彦君。 

○教育次長（伊藤豊彦君） 入札参加業者は８社であります。 

○議長（菊池 孝君） そのほか、ございますか。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１０号 財産の取得に関し議決を求めることについてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第１０号 財産の取得に関し議決を求めることについては、原案のとお

り可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１２ 議案第１１号 

○議長（菊池 孝君） 日程第１２、議案第１１号 町道路線の認定に関し議決を求めること

についてを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 議案第１１号 町道路線の認定に関し議決を求めることについて

の提案理由を御説明いたします。 

  今回、町道認定をしようとする路線は、路線名 高屋敷線、起点 住田町世田米字高屋敷

３８番３地先から、終点 住田町世田米字高屋敷２８番地先までの延長１３５．４メートル



－165－ 

の道路で、国道３９７号及び法定外公共物に接続する道路であります。 

  路線図をごらん願います。 

  赤で示した部分が認定しようとする路線で、丸印が起点を、矢印が終点をあらわしており

ます。 

  この路線は、起点が国道３９７号に、終点が法定外公共物に、それぞれ接続し、沿線には

住居戸数が３戸以上の集落を形成し、相互に連絡する道路であることから、新たに町道とし

て認定し管理するため、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求めるものであり

ます。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１１号 町道路線の認定に関し議決を求めることについてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第１１号 町道路線の認定に関し議決を求めることについては、原案の

とおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

 



－166－ 

◎日程第１３ 議案第１２号 

○議長（菊池 孝君） 日程第１３、議案第１２号 町道路線の認定に関し議決を求めること

についてを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 議案第１２号 町道路線の認定に関し議決を求めることについて

の提案理由を御説明いたします。 

  今回、町道認定をしようとする路線は、路線名 環川線、起点 住田町世田米字高屋敷１

１番１地先から、終点 住田町世田米字津付５４番１地先までの延長１，６８２．０メート

ルの道路で、国道３９７号及び町道津付落合線に接続する道路であります。 

  路線図をごらん願います。 

  赤で示した部分が認定しようとする路線で、丸印が起点を、矢印が終点をあらわしており

ます。 

  この路線は、起点が国道３９７号に、終点が町道津付落合線に、それぞれ接続し、沿線に

は住居戸数が３戸以上の集落を形成し、相互に連絡する道路であることから、新たに町道と

して認定し管理するため、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求めるものであ

ります。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ７番、村上 薫君。 

○７番（村上 薫君） この新しく環川線ということで町道認定が出たわけですが、現在は、

新しい３９７号線ができて、この町道の認定の部分はなかなか、余り使う機会が少なくなっ

てきてると思いますが、町道ですから除雪は当然なされると思いますが、除雪の例えば順番

とすれば、津付の集落があるほうが優先的に行って、次が今回の環川線というふうな形で考

えるかなと思いますが、どのように除雪については考えているのでしょうか。 

○議長（菊池 孝君） 建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 現段階では、きちんとした除雪の順番というところまでは定めて

ございませんが、人家の戸数というのは、その目安になるのかなと考えてございます。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 
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  ６番、佐々木春一君。 

○６番（佐々木春一君） 路線図で確認していますけれでも、終点が津付落合ということで、

その先にも旧国道の道路があって、改良された国道の最後のトンネルのところに出るように

なっておって、そちら側が閉鎖になっておったと思うんですけれども、今回認定される町道

から、その先の管理はどこになるのか、それを確認させていただきます。 

○議長（菊池 孝君） 建設課長、山田 研君。 

○建設課長（山田 研君） 閉鎖されている先につきましては、町で移管を受けておりません

ので、その移管前ということであれば、県で管理するということになります。 

  以上であります。 

○議長（菊池 孝君） ほか、ございますか。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１２号 町道路線の認定に関し議決を求めることについて採決します。 

  お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（菊池 孝君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第１２号 町道路線の認定に関し議決を求めることについては、原案の

とおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○議長（菊池 孝君） ここで、午後１時まで休憩します。 

 

休憩 午前１１時５９分 
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再開 午後 １時００分 

 

○議長（菊池 孝君） 再開します。 

  休憩前に引き続き、会議を行います。 

  日程第１４、認定第１号 平成３０年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定について、日

程第１５、認定第２号 平成３０年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、日程第１６、認定第３号 平成３０年度住田町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、日程第１７、認定第４号 平成３０年度住田町下水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、日程第１８、認定第５号 平成３０年度住田町介護保険特別会計歳入

歳出決算の認定について、日程第１９、認定第６号 平成３０年度住田町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算の認定についてを一括議題とします。 

  決算審査特別委員長から審査報告書が提出されています。 

  職員に朗読させます。 

          〔事務局長朗読〕 

○議長（菊池 孝君） 委員長の報告を求めます。 

  決算審査特別委員会委員長、林﨑幸正君。 

          〔決算審査特別委員長 林﨑幸正君登壇〕 

○決算審査特別委員長（林﨑幸正君） 決算審査特別委員会委員長、林﨑幸正。 

  令和元年８月３０日、本委員会に付託された平成３０年度住田町各会計歳入歳出決算の審

査の経過と経緯について御報告申し上げます。 

  本委員会は、８月３０日の本会議で設置され、委員長には私、林﨑幸正、副委員長には村

上薫君が選出されました。 

  審査年月日及び審査結果については、ただ今、事務局長が朗読したとおりであります。 

  一般会計における歳入は、４８億３，４９１万円、主なものは、地方交付税、町債、地方

交付税は構成比率５１．８８％を占めており、依存度が高く、影響が大きいことから、常に

情報収集に努め、中・長期の見通しを立てながら財政運営に当たっていただきたい。 

  主な自主財源の町税は徴収率９６．６４％で、１，８０６万円が収入未済みとなっており

ます。町民税、固定資産税とも前年度より徴収率が下がり、滞納繰越額は増額となっている。

また、町民の貴重な財産である、立木売払代金の未収金については、総額２億２，５８４万
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円で、平成２９年度と同額であり、未収金解消に向け早急な対策を望むものである。 

  木材産業と同じく、町産業の一翼をなす畜産業の振興を図る耕畜連携、保健医療介護連携

による新たな社会資源としての訪問看護ステーション「すみちゃん」の開設、町内小・中学

校、住田高校で研究・実践が行われている「地域創造学」や教育コーディネーターによる特

色ある教育の推進など、住田の将来を見据えた施策を評価するものであります。 

  次に、国民健康保険特別会計では、歳入決算額７億５，５２５万円、歳出７億２９万円と

なっています。国民健康保険は、平成３０年４月から、県が財政運営の責任主体となる新た

な制度に移行となりました。今後とも、国のガイドラインや県の運営方針等に留意しながら

適切な事務処理に努めていただきたい。また、一人当たりの医療費が、県下でも上位となっ

ていることから、予防対策などを充実し、医療費の抑制策を進めるべきであります。 

  次に、簡易水道事業特別会計では、歳入決算額１億９，５０７万円、歳出は１億７，６０

４万円、下水道事業特別会計では、歳入決算額７，９７６万円、歳出決算額７，７８３万円

となっています。簡易水道・下水道の各会計については、令和２年度から公営企業会計を導

入することとしていることから、公営企業会計移行に向けた事務等について計画的な遂行に

努めるとともに、公営企業会計に精通した職員の育成について継続的に取り組まれたい。 

  次に、介護保険特別会計（保険事業勘定）では、歳入決算額９億６，８５４万円、歳出決

算額９億３，６３１万円となっています。保険料は、平成２７年度から引き上げられ、今後

も介護サービス受給者の増加等により保険料の引き上げが見込まれることから、計画的な財

政運営と関係機関との連携強化により、一層の介護予防策が求められます。 

  次に、後期高齢者医療特別会計では、歳入決算額７，２４１万円で、歳出決算額は７，２

１４万円であり、歳出の９４．７３％は後期高齢者医療広域連合納付金であります。 

  以上の各会計には、共通して年々増加傾向にある未収金対策が問われています。大きな町

政課題であり、収入未済額の縮小、その解消のため、各課総力を挙げた対応を望むものであ

ります。 

  最後に、決算審査において議論された、今後の主要な町政課題について取り上げます。 

  １．木工２事業体に対する総額１０億円超の貸付金残金回収について、今９月中に提出さ

れる財務諸表の分析結果に基づき、早期に結論を出し、同事業体の再建を図ること。 

  ２．さらなる町の林業振興が期待されるＣＬＴ製造工場の町内誘致について、町のより積

極的な取り組みを図ること。 

  ３．他自治体と比較して立ちおくれている観光政策について、観光振興計画を策定し、計
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画的な観光政策の推進を図ること。 

  ４．自主財源の確保を図ることが、財政運営の柔軟度につながります。今まで行われてい

なかった基金の効果的な運用を図ること。 

  審査の結果、各会計の認定について９月４日、反対討論、賛成討論の後、採決を行い、一

般会計、各特別会計とも全員賛成で、いずれの会計についても認定することに決定しました。 

  決算審査は、歳入としての財源確保と予算が趣旨の目的に従い、適正に効率的な執行をさ

れたか、住民のためにどのような施策を進めたか等々、さまざまな観点から審査を行ったも

のであります。この審査によって行われた質疑・指摘事項は、町当局の早期・具体的な取り

組みと、また、次年度以降の予算編成や執行に生かされ、町民生活の向上につながることを

期待するものであります。 

  審査に当たられました委員並びに町当局の皆さんに感謝を申し上げ、決算審査特別委員会

の委員長報告と致します。 

○議長（菊池 孝君） 議長を除く全員をもって構成する特別委員会の報告については、質疑

を行わない先例となっておりますので、質疑は省略します。 

  これから、一括して討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  ５番、菅野浩正君。 

○５番（菅野浩正君） 平成３０年度は、神田町政初の予算編成による「支え合う共生の町」

を掲げ、未来世代に引き継ぐため将来を見据え、課題解決に取り組んできたことを評価し、

平成３０年度決算に対し賛成の立場で意見を申し上げます。 

  まず、その一つは、開業医が不在でも町民が安心して暮らしていくために、保健・医療・

福祉・介護が連携し、新たな社会資源の創出としての訪問看護ステーションの設置を推進し、

平成３１年４月の開設となっております。 

  ２つ目は、町内の潜在的な素材としての農畜産物を発掘し、ふるさと納税の返礼品など、

ビジネスの展開による産業の振興を行っております。 

  ３つ目は、移住・定住促進のための住まい確保に向け、空き家のリフォームによる、まず

住んでみてから始める住環境の提供に取り組んでおります。 

  ４つ目は、国民健康保険事業では、国保税の算出方式を見直し、資産割を３０％から１７．
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５％に引き下げ、国保税の負担軽減に対応しております。 

  ５つ目は、学校教育では、文部科学省から指定を受けた研究開発事業である地域創造学に

取り組み、幼・小・中・高の連携による当町独自の教育として取り組むとともに、住田高校

には教育コーディネーターを配置し、新たな支援策による魅力づくりに努めております。そ

の他、平成３０年３月には、大船渡消防署住田分署が川向地区に移転して、役場との一体的

な防災拠点となり、水槽付ポンプ自動車の整備など、地域防災力の向上が図られております。 

  当町の重要課題である木工事業体への貸付金の対応については、未収金回収に向けて、事

業体役員との話し合いを進め、事業が存続できるように早期に解決し、経営立て直しを強く

望みます。 

  以上、平成３０年度決算に対して所感を述べますとともに各議員の御賛同を、お願いを申

し上げまして、賛成討論といたします。 

○議長（菊池 孝君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  これで討論を終わります。 

  これから、認定第１号 平成３０年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定についてを採決

します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  この決算は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立全員〕 

○議長（菊池 孝君） 起立全員であります。 

  したがって、認定第１号 平成３０年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定については、

認定することに決定しました。 

  これから、認定第２号 平成３０年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  この決算は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立全員〕 

○議長（菊池 孝君） 起立全員であります。 
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  したがって、認定第２号 平成３０年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

については、認定することに決定しました。 

  これから、認定第３号 平成３０年度住田町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  この決算は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立全員〕 

○議長（菊池 孝君） 起立全員であります。 

  したがって、認定第３号 平成３０年度住田町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

については、認定することに決定しました。 

  これから、認定第４号 平成３０年度住田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてを採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  この決算は、委員長の報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立全員〕 

○議長（菊池 孝君） 起立全員であります。 

  したがって、認定第４号 平成３０年度住田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついては、認定することに決定しました。 

  これから、認定第５号 平成３０年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

てを採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  この決算は、委員長の報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立全員〕 

○議長（菊池 孝君） 起立全員であります。 

  したがって、認定第５号 平成３０年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いては、認定することに決定しました。 

  これから、認定第６号 平成３０年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
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についてを採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  この決算は、委員長の報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立全員〕 

○議長（菊池 孝君） 起立全員であります。 

  したがって、認定第６号 平成３０年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定については、認定することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２０ 委員会調査報告 

○議長（菊池 孝君） 日程第２０、委員会調査報告を議題とします。 

  総務教民常任委員長及び産業経済常任委員長並びに広報編集常任委員長から調査報告書が

提出されております。 

  総務教民常任委員長の報告を求めます。 

  総務教民常任委員長 林﨑幸正君。 

          〔総務教民常任委員長 林﨑幸正君登壇〕 

○総務教民常任委員長（林﨑幸正君） 総務教民常任委員会 委員長、林﨑幸正 

調査報告書 

  平成２９年１２月５日第１５回住田町議会定例会において、本常任委員会が所管事務調査

として決定した事項について、住田町議会会議規則第７７条の規定により、調査結果を報告

します。 

記 

  １ 調査事項 

  町民の健康づくり施策について 

  ２ 調査の経緯 

  平成２１年４月１日に県立大船渡病院附属住田診療センターの休床化が始まって以来、１

０年が経過しました。その間、町内では、人口減少や医師の承継問題等から相次ぐ医科医院

の閉院、国民健康保険被保険者医療費の高止まりなど、医療・保健・福祉・介護分野におい
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て、大変厳しい状況下にあります。 

  半面、未来かなえ機構によるＩＣＴを活用した広域での医療情報の活用や、今年の４月か

ら訪問看護ステーション「すみちゃん」開設など、地域医療資源を生かした新たな動きも見

られます。 

  国による施設から在宅介護の政策転換、人生１００年時代の到来など、いかに“健康で生

き生きと暮らせる生活”が本人や家族はもとより、町にとって重要であるか、このことを鑑

みて、今回、当常任委員会では、「町民の健康づくり施策」を取り上げたものです。 

  調査においては、町担当課長の参加のもと、保健・福祉・介護関係者との意見交換を実施

したほか、先進地の現場視察調査・研修を行ってまいりました。 

  ３ 意見交換と視察・研修報告 

  （１）町各担当課との情報・意見交換会 

  町民生活課から「国保に見るデータヘルスをもとにした町民医療費と疾病の状態」、保健

福祉課から「医療費削減に向けた保健活動」について情報提供を受けました。１件当たりの

医療費は、入院では腎不全の費用額が最も高く、外来でも長期療養となる人工透析が必要な

ことから、他の疾患と比べ高いこと。特定健診では、男性４０歳・５０歳代の受診率が低い

ことが報告されました。 

  （２）視察・研修報告 

  一戸町、九戸村の事例でございます。 

  一戸町は、地域医療確保のため、町独自で医学奨学資金制度を創設し、ベトナム人の医学

奨学生を受け入れています。町中心市街地の遊休地を活用した「医療モール構想」により、

公設民営のクリニック整備を進め、平成２５年度には病児保育室を併設した小児科クリニッ

ク、３０年度には眼科クリニックが開業いたしました。なお、町は、経営には関与していま

せん。 

  九戸村は、各種検診・健康診査受診率向上のため、節目年齢者へ検診無料クーポン券の配

布、早朝検診・休日健診の実施や５６歳到達者には人間ドック費用料を全額補助しています。

また、シルバーリハビリ体操指導者を養成し、５年以内に３１行政区全てでサロンを実施す

る予定とのことでした。 

  秋田県三種町、藤里町社会福祉協議会の事例でございます。 

  秋田県は自殺率が全国１位です。三種町の自殺対策について意見交換を行いました。 

  三種町の過去２０年間の自殺者数は２１２人。男性が女性の２倍以上で、７０代が一番多
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いとのことです。このため「こころのふれあい相談員」養成講座を修了した受講者の団体に

よりコーヒーサロンを定期的に開催したところ、平成２９年度実績は、不登校児童相談５８

件、一般相談５６件となりました。パソコン、スマートフォンでストレスチェックのできる

「こころの体温計」（秋田県内５市２町１村で実施）を導入し、自分の心の健康状態を客観

的に知る手がかりとしています。また、「ＮＰＯ法人長信田の森若者就労支援センター」に、

子ども・若者育成支援事業を約６００万円で委託し、不登校、ひきこもり等の相談窓口開設、

学習支援、就労支援、セミナー等の開催を行っています。 

  藤里町社会福祉協議会とは、地域福祉の可能性に向けた社協の取り組みについて意見交換

を行いました。福祉の立場から地方創生を考え、社会的弱者（ひきこもり者、長期不就労者

等）でも地方創生の担い手になれ、町民誰でも生涯現役を目指せるまちづくりへの挑戦でし

た。具体的には、福祉の拠点「こみっと」での就労支援、協働事業、特産品開発や食堂経営、

隣接する「くまげら館」では、宿泊可能な自立訓練（生活訓練）事業にも取り組んでいると

のことでした。 

  横須賀市「セントケア衣笠 看護小規模多機能」の事例。 

  神奈川県横須賀市にある同施設は、医療と在宅の中間施設として機能を備えています。医

療が必要な状態になっても、在宅での生活を望む利用者に対応するため、小規模多機能型居

宅介護に訪問看護を加えて、「訪問」「通い」の中で看護サービスを提供しています。いわ

ゆる「アンルス」と宿泊可能な「すみちゃん」を合体したような施設でした。登録者数は２

９名、通い１日１８名、宿泊６名程度であり、現状の課題は、利用者数の確保とスタッフの

確保でした。亡くなる方もいるので、待機者を確保しておく必要があること、スタッフの確

保は会社間で応援をしてもらっているとのことでした。 

  ４ 調査の結果と意見 

  今回、当常任委員会では、町民の健康づくり施策をテーマに町担当課、先進事例や特徴の

ある取り組みを行っている県内外の自治体、施設事業所を訪ね、意見交換や現場の視察、研

修を行ってきました。 

  一戸町の医療モール構想は、地域医療の確保はもとより、初期段階での小児科クリニック

の開院や旧県立病院跡地取得による子育て世代対象５０世帯の住宅提供など、移住・定住政

策まで包含する大胆な構想でした。高速交通網が整う中で、医療と住環境を整備・充実させ

ることが子育て世代の人口増につながると言えます。 

  藤里町会福祉協議会の事例は、福祉の立場から地方創生を考えるという、支えられる立場
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から支える立場に転換する逆転の発想でした。社会的弱者である、ひきこもり者や長期不就

労者及び在宅障害者等でも地方創生の担い手になれる、「一つの不幸も見逃さない」のが社

協役目とする考え方には、揺るぎない信念と、種々の課題に果敢に挑むすごみを感じたとこ

ろでございます。 

  セントケア衣笠では、「アンルス」機能と宿泊機能を持った「すみちゃん」が一つの施設

であることが理想形だと実感しました。当町の現状に合わせて想定した場合、「とだて」の

旧農協畜産会館解体跡地に、宿泊可能な訪問看護機能を持つ施設を併設し、運営は一つの事

業体が行うことがスタッフと利用者の確保、ひいては経営安定上理想であると考えます。 

  以上、今回の調査活動を総括すると、①地域医療は子育て支援や移住・定住、まちづくり

の観点から広い視野で捉え、考えること、②福祉事業は、単に支える事業ではなく、自立す

る人間を発掘し育てる事業でもあること、③指導者の大胆な発想や決断、先を読む力が試さ

れていることを強く感じました。 

  町民の健康づくりは、町の土台づくりそのものであり、これをなくしては、ほかの行政施

策も成り立ちません。町当局にあっては、本常任委員会の所管事務調査の意見を十分尊重さ

れ、今後の施策立案や、事業推進に生かしていただくよう期待し、総務教民常任委員会の所

管事務調査報告といたします。終わります。 

○議長（菊池 孝君） これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 質疑なしと認めます。 

  これで、総務教民常任委員長の報告を終わります。 

  次に、産業経済常任委員長の報告を求めます。 

  産業経済常任委員長、菅野浩正君。 

          〔産業経済常任委員長 菅野浩正君登壇〕 

○産業経済常任委員長（菅野浩正君） 令和元年９月６日 住田町議会議長 菊池 孝 様 

  産業経済常任委員会 委員長 菅野浩正 

調査報告書 

  平成２９年１２月５日第１５回住田町議会定例会において、本常任委員会が所管事務調査

として決定した事項について、住田町議会会議規則第７７条の規定により、調査結果を報告

いたします。 
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記 

  １ 調査事項 

  観光振興について 

  ２ 調査の経緯 

  当町の魅力ある観光資源を生かした観光産業活性化策を、交流人口の拡大、移住定住促進

にどうつなげるか。また、町観光協会が提案している観光物産館構想の果たす役割など、当

委員会では、観光振興についてを所管事務調査として取り上げたものであります。 

  調査においては、担当課職員の参加のもと、観光関係者との意見交換会を実施したほか、

先進地の視察研修を行ったところであります。 

  ３ 視察・研修報告 

  視察先として、秋田県美郷町・羽後町・小坂町・青森県田舎舘村・オガール紫波株式会社 

 （１）秋田県美郷町 

  秋田県美郷町の旧六郷町に平成１１年に設立された「六郷まちづくり株式会社」は、町内

産野菜や農畜産物の加工品の販売、湧水を使用したサイダーの製造販売、レストラン経営、

酒蔵を改修したホールでの各種イベント等の企画開催、水と酒をテーマにした学習施設の管

理運営等、幅広く事業を展開しています。 

  この取り組みは、地域の貴重な資源である「清水」に着目し、これを最大限に生かすため

に、点から線へ、線から面へとまちづくりの活動の幅を広げていること、観光を主眼とした

拠点と町の人々の集いを主眼とした拠点を組み合わせ、町内外の交流の促進と広く住民の参

加を得ていること、出資者が社員となっている各種事業を行っていることが特徴になってい

ます。 

  （２）秋田県羽後町 

  羽後町では、平成の市町村合併では参加せず自立の町を選択し、農業の活性化と交流人口

の拡大を図るための各種施策を推進しています。 

  西馬音内盆踊り、冷やがけそば、季節の野菜や花卉、羽後牛などの多彩な地域資源があり

ながら、それらを一カ所に集約して発信できる場所がありませんでした。また、羽後町の年

間観光客数の半分は西馬音内盆踊りの物見が目的で、町としては盆踊り以外にも人を呼び込

む拠点が必要であったことから、平成２８年７月に「道の駅うご端縫い（はぬい）の郷」を

オープンし、観光案内窓口を備えた誘客の拠点が整備されました。 

  この道の駅の特徴は、ターゲットを女性に絞ったこと、女性から好感が持てるトイレの設



－178－ 

計、羽後町の特産であるそばの提供、役場庁舎、体育館、活性化センター等に隣接し、駐車

場の兼用、各施設利用者の入場が期待できること等が上げられます。 

  （３）秋田県小坂町 

  秋田県小坂町は、小坂鉱山の町として栄えました。人口減少や高齢化が進む地方都市で、

地域の資源を活用した特色あるまちづくりを進めています。特にも、鉱山の町ならではの産

業遺産群と地域資源を生かしたエコタウンのまちづくりに活路を見出し、地域再生に取り組

んでいます。 

  国の重要文化財に指定されている日本最古といわれる芝居小屋「康楽館」と小坂鉱山事務

所を「明治１００年通り」と名づけ、この通りを中心に集客拠点施設として運営しています。 

  十和田湖に接する小坂町は、以前は、北海道の学生が修学旅行で訪れていましたが、東日

本大震災、北海道新幹線開通の影響等もあり、東京方面へと旅行先が変化したことで、今後

は、小坂製錬リサイクル事業に加え、首都圏から排出されたごみの焼却灰を埋め立てる最終

処分場もあることから、エコタウンの取り組みを含め、処理施設等が見学できるような体制

づくりを考えています。 

  目指すは世界遺産としていますが、今後は、インバウンドなど、今まで以上の旅行客を取

り込むためには、広域連携で観光推進をしなければならない課題もあるとしています。 

  （４）青森県田舎舘村 

  当初は、小規模で村民を対象としたイベント「田んぼアート」が、全国に知られるように

なって１３年目となり、年々図柄が繊細に芸術的になっていますが、今後は、図柄の選定と

クオリティーの維持が一つの課題となっています。また、田んぼアートの観賞も混雑時には

最大２時間待ちとなることから、待ち時間の解消と並行して、待ち時間に飽きさせない対策

も、さらに進めていくことが求められています。 

  「田んぼアートで村に年間３５万人を超える観光客が訪れている。これは金銭（投資）に

はかえられない大きな成果と考えている。地元への経済効果も大きい。日本一、世界一を目

指して取り組んできました」という説明もありました。 

  （５）岩手県オガール紫波株式会社 

  紫波中央駅前都市整備事業（１０．７ｈa）を進めるに当たって、官民連携のエージェン

トの役割を担う「オガール紫波株式会社」が設立されています。 

  着目すべき点は数多くありますが、町有財産を安売りしないという方針が特徴の一つで、

大きなショッピングモールを入れて終わりという形ではなく、この財産の価値を上げること
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を目指しました。また、開発にありがちな、用地に最大限の施設をつくるというマインドで

はなく、収益を想定した逆算方式で進められたことも特筆点であります。テナント誘致と家

賃相場の調査からスタートした、本来は３階建てを目指したものでしたが、収益性や建設コ

ストの問題から２階建てとしました。 

  各界の著名人による「デザイン会議」という会議体を設置し、プロジェクト全体のデザイ

ン性を追求。さらには、町民と意見交換を２年間で１００回行うなど、住民の意見も丁寧に

聞き、大成功しているマルシェは、もともと計画になかったものが、町民からの希望で設置

されています。 

  （６）担当課との意見交換会 

  平成２７年の市町村別・月別の入込客数、三陸沿岸観光動態調査の資料などを参考に、住

田町の観光振興について現状と課題を学びました。 

  （７）観光関係者との意見交換会 

  五葉山、滝観洞、種山ヶ原、気仙川、商店街、当町の観光事業に先頭に立って取り組んで

いる関係者から、少子高齢化が進む今日、特に東日本大震災以降、観光客の入込客数が伸び

悩んでいること、気仙川でのイベントの企画、女性釣り客がふえていることから、充実した

受け入れ態勢にトイレ施設の整備が必要なこと、観光協会からは物産館建設構想の報告、商

工会からは現在の商店街の実態、各団体からは具体的な事業の実績（回数・客数）、経営状

況などの報告がありました。 

  今後の方向として、県・町・議員との意見交換の必要性、小さな事業者への支援、社会福

祉と観光を結びつけられないか、行政へは、計画の具現化、目標の数値化など数多くの意

見・要望が出されました。 

  ４ 調査結果と意見 

  視察先である田舎舘村議会議長は「投資をしなければ成果は得られない」と、羽後町は多

彩な地域資源を一カ所に集約し、観光案内窓口を備えた誘客の拠点施設が整備され活気を生

んでいます。今後の観光事業の推進に当たっては、まず何をすべきか、トップリーダーの決

断と責任の所在、費用対効果だけでは事業が進まないことを学びました。 

  また、オガール紫波株式会社では、入念な調査と２年間で１００回の町民との意見交換会

などで成果が出ています。当町は、きめ細かな事業支援に取り組んでいますが、観光事業を

産業としての位置づけを明確にすることが求められると考えています。 

  観光振興が、地域経済の活性化につながる道であることを申し述べ、産業経済常任委員会
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の所管事務調査の報告といたします。 

○議長（菊池 孝君） これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 質疑なしと認めます。 

  これで、産業経済常任委員長の報告を終わります。 

  次に、広報編集常任委員長の報告を求めます。 

  広報編集常任委員長、佐々木春一君。 

          〔広報編集常任委員長 佐々木春一君登壇〕 

○広報編集常任委員長（佐々木春一君） 令和元年９月６日 住田町議会議長 菊池 孝 様 

  広報編集常任委員会 委員長 佐々木春一 

調査報告書 

  平成２９年１２月５日第１５回住田町議会定例会において、本常任委員会が所管事務調査

として決定した事項について、住田町議会会議規則第77条の規定により報告します。 

記 

  １ 件名 

   議会だより編集に関する事項 

  ２ 概要 

  議会の審議結果並びに一般質問における質疑の概要などについて、広く町民に情報提供す

ることが、議会の責務の一つであります。そのため、定例議会ごとに発行する「すみた議会

だより」の編集に関する事項を付議事件として、令和元年9月までの期間で本委員会が設置

されました。 

  本委員会は、原則、定例会初日の本会議終了後から４回の編集委員会を開催しました。 

  編集方針は「めざす議会だより」として、①「わかりやすく」「読みやすく」「住民目

線」、②読みたくなる紙面づくりを掲げ、委員が編集担当を分担し、原稿執筆、読み合わせ、

校正と印刷業者への入稿から納品に至るまで取り組みました。 

  議会広報の編集技術向上のため、全国町村議長会並びに岩手県町村議長会が主催する議会

広報編集に関する研修会や町村議会広報コンクールに参加。平成３０年度県町村議会広報コ

ンクールにおいて、県内１９町村のうち１４町村から応募があり、「すみた議会だより」は

入選２席に入賞することができました。編集に御協力いただいた町民、関係者に御礼を申し
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上げます。 

  議会広報は、住民と議会との結びつき、かけ橋として重要な役割を果たしています。最近、

地方議会の活性化やあり方が問われています。議会が、町民にとってより身近となり、まち

づくりの理解と協働を広げるための一助となることを願うものです。 

  今後、さらに編集技術の向上や紙面内容の充実を図り、町民に親しまれ、議会や町政がわ

かる「すみた議会だより」を目指します。 

  ３ 「すみた議会だより」の編集状況 

  議会だより第１５９号から議会だより第１６６号までの８回の編集に当たりました。 

  その内容は、記述のとおりであります。 

  以上、報告とします。 

○議長（菊池 孝君） これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（菊池 孝君） 質疑なしと認めます。 

  これで、広報編集常任委員長の報告を終わります。 

  これで、委員会調査報告を終わります。 

  ここで、町長より発言の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 第２３回定例議会、慎重審議、御議論をいただき、本当に御苦労さま

でございます。御審議いただきました案件、全て可決いただき、御礼を申し上げます。 

  さて、本議会は、議員各位におかれましては、任期最後の定例議会であります。この４年

間、皆様の町政運営、地域づくりへの御協力、御尽力に、改めて感謝と敬意を申し上げます。

ありがとうございました。 

  私が町長に就任し、任期半分の２年が経過をいたしました。この２年間、住田町人口ビジ

ョン総合戦略、総合計画との整合性を図りつつ、町政を運営してまいりました。この間、防

災のかなめとなる大船渡地区消防署住田分署の供用開始、消防車両の機能強化等、また、医

療資源不足解消に向け、訪問看護ステーションの開設等、取り組みを進めさせていただきま

した。 

  課題は常に存在するものでありますが、過去においては、高度経済成長というバックグラ

ウンドもあり、地方においても補正予算が国より注入され、施策においても、いわゆる国内
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外の先進地事例を参考としながら取り組みを進め、例えば、国の景気浮揚策は、地域活性化

の起爆剤的発想で、公共施設整備がされることが当然のような時代でもあります。 

  しかし、現在は、国の財政も赤字が大きく膨らみ、また、地方においても公共施設運営等

において近年、支出問題が顕在化し、中には自治体財政への圧迫ということも問題化されて

いる状況であります。そして、何よりも少子高齢化という世界に過去経験のない社会人口構

造の中、まさに過去のように先進事例を参考にすることのできない中で、住田町を前に進め

なければなりません。 

  そのような観点からも、支え合う共生のまちづくりが必要であり、議員の皆様からも大所

高所から御意見をいただき、１０年、２０年、さらに、その先を見据え、次世代を担う若者、

そして、未来の住田を担う子供たちのために、目先にとらわれない御判断、御指導、御鞭撻

をいただき、感謝を申し上げるところであります。 

  さて、本会議を最後に令和の時代、まず新たな４年間を託する議員の選挙になるわけです

が、今期をもって御勇退されます議員には、本当にお世話になりました。長い間の議員活動、

町政運営への御指導に、改めて御礼と感謝を申し上げます。議員退任後におきましても、先

輩議員、議員経験者として健康に留意くださいまして、なお御活躍されますよう、そして、

住田町政への御指導も、これまでどおりお願いを申し上げます。 

  新たな任期に向かわれる議員の方々には、再びこの場で課題先進地における将来の住田の

創造に向け御議論できることを御祈念申し上げまして、任期最終議会の御礼といたします。

本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（菊池 孝君） これで、本日の日程は全部終了しました。 

  第２３回住田町議会定例会を閉会します。 

  御苦労さまでした。 

 

閉会 午後２時０２分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

  令和  年  月  日 

 

 

            議     長 

 

 

            署 名 議 員 

 

 

            署 名 議 員 

 


